






























































































































































と解し、征和四年に設置したという百官表の記述と異なると指摘するが、 「武帝初めて置く」 と読むべきであろう。司隷校尉の設置の背景について、 ［冨田健之
　
一九八四］


































































を働き、それを捕らえようとした司隸校尉の諸葛豊が、外出中の許章に節 示し、下車させて身柄を拘束しようとしたが、逃げられて捕らえることができず、逆に節を取り上げられた事件を指す。 「去節」について ［冨田健之
　
一九八四］は、表面的には「司隷校尉の権限の大幅





























欽韓の原文は「表中冠進賢冠四字 與體例不稱」である。『後漢書』 巻八・霊帝紀の李賢注に 「進賢冠は、 文官が冠す。前は高さ七寸、後ろ 高さ三寸、長さは八寸」とあり、また、 『続漢書』輿服志下にも「 冠 、古の緇布冠である。文儒者の服装である」 とある 「校尉」 号を省き「進賢冠」を冠することになったことについて、 ［冨田健之
　
一九八四］は、 「司隷校尉が有していた武官的な性






























































































































































































































は、城門校尉以下、掌るところはいずれも京師 よび畿輔に関することであり 西域をも兼任するはずがないのである。下文には「西域都護は、 西域三十六国を監視し、副校尉がある」とある。これはおのずと別個の一官職であって、中塁校尉とは関係がない。百官志四に、 「かつて中塁校尉があり、北軍の軍営の とを管領した 「武帝が設置した。中興の際に中塁校尉が省かれ、ただ北軍中候を置いて五つの軍営を監督させ 」と るが 西域を兼任するとはいってはいない 「西域」はまさに「四










は誤りで「塁門内外、掌四城 が正しいとするも ある。その根拠は、第一にここに列挙された校尉の職掌は都近辺に限定されており、遠い西域とは無関係であること、 第二に顔師古よりも以前 『漢書』を参照 た後漢・荀悦『前漢紀』では「塁門内外及掌四城門」とあること、


















































































































































































































































































































































































































































































け、貝を帯に飾りつけ おしろいをつけたとある。これは漢の初めにすでに侍中があったこと 示している 武帝期の初め、厳助と朱買臣はいずれも侍中で 武帝の寵愛をうけ、身分は高く、権力をふる 、はじめて朝政関与した。その後 衛青・霍去病・霍光・金日
磾
は、い
ずれも侍中から位をすす 、 そ 権勢 宰相を 凌いだ。武帝の時、霍光と韓増はいずれも郎とな 、諸曹・侍中へとうつった。宣帝の時 蘇武・杜延年・劉安民は右曹となり、張延寿は左曹となった。これが左右曹 はじま
一五

















大昕が「侍中以下は、 『漢書』にみえ 「 朝 官」である」という「 朝の官」という表記は『漢書』の中にみられないが、巻七三・韋玄成伝に「中朝の臣に詔





































































































































































王念孫がいう。 「將」 の下には 「軍」 の字があったが、
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米田
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の日常政務との関連から」 、 『東洋史研究』六四巻二号

羅福
 頤
　
一九八七
　『秦漢南北朝官印徴存』 、文物出版社
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